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地を問う
ご”―”全国集会-----・
9/29（土）～30（日）

●小泉政権の登場、米艦船の姫路など4港への同

時入港ブッシュの来日、秋の国連総会など、ご多

忙のこととお察しします。

●21世紀になり、新たな時代に入ったと言います

が、状況は悪くなるばかりという感じです。しか

し、日本の政治を変えられれば、世界を変える大

きな手がかりが得られるという状況も続いてい

ます。アメリカにブッシュが登場して以来、新た

な核軍拡へ向けて世界が引っ張り回されかねな

い情勢で、かつそのアメリカを日本が全面的に

フォローする流れが強まっています。

●ミサイル防衛、宇宙軍拡、 CTBT•京都議定書

からの離脱などに見られる世界の動きは、日米が

あえて国際的な孤立化への道をまい進している

かのようです。

●しかし、平和を求める市民が巻き返していくた

めの手がかりは色々あります。安保の物理的実態

である地位協定の抜本的改訂を求める声を全国

的に作り上げること、新ガイドライン体制のかな

めとなる民間港湾・空港の軍事利用をめぐる自治

体を争点とした攻防、沖縄・韓国との連携などを

通じた民衆次元の連携の強化・・・枚挙にいとまは

ありません。

編集発行●説軍鐵ネットワーク・キャッチピース

●維持会員（月額） 個人1口1000円団体1ロ2000円

●通信会員（年額） 1口3000円

●昨年夏、大阪で第9回を開いてから時間が空い

てしまいましたが、第10回の全国会議を、敷地の

40％にも当たる基地の大拡張が進む岩国で行い

ます。今年の特徴は、一日目恒例のオープン・

フォーラムは、「北九州・佐世保合宿参加者有志」

と「キャッチピース」の共同呼びかけで構成する

集会実行委員会が主催することです。

●是非、参加してください。各地の実践を持ち寄

り、地元に戻って具体的に実践していく糧になる

ような集会にしたいものです。

．．．．...．．．疇●鬱

基地拡張を続ける米軍岩国基地を問う全国集会

主な狙いは、次のとおりです。

●小泉政権誕生以降の、アメリカのプッジュ政権

の万針に即した新ガイドライン体制の定着化、

有事立法・改憲をめくる状況とそれに対する私

たちの対抗戦略と共同の運動・闘いについての

討論を全国規模で行う。

●騒音対策を名目として「大がかりな拡張工事が

進行している岩国米軍基地」を全国的にクロー

ズアップさせ、現地での反基地運動を励まし、今

後の方向性に前向きの提案が残せるような集い

にする。 →次ページへ

●参加会員（月額） 個人1口500円 団体1口1000円

（会費には本紙購読料が含まれます）



R環境破壊の側面から岩国基地の拡張工事を捉

え、基地と環境などの切り口を浮かびあがらす

ことも考えたい。 ． 
午後の全体会議は、岩国現地からの特別報告、

分科会テーマに即した提起になりますが、人選も

含めて検討中です。夜の分科会は、下記の 4テー

マです。

●「基地と環境・人権」岩国基地拡張に伴う礫境汚

染・日米地位協定の問題点をテーマにして

〇「集団的自衛権をキーワードに」改憲・有事立法

問顆など

〇地域の平和力」「地域から平和を創る」「自治体

への働きかけ」

O「沖縄贄国の反基地運動との連帯」
どれも現在的に重要な問題です。

0は、沖縄など米軍基地での事件を契機に日米
地位協定の抜本的改正を求める声が高まってい

る状況を生かして、基地の環境汚染、低空飛行な

どの切り口も含めて、安保の物理的実体である地

位協定の抜本的改定をどう求めるのか具体的に

追及することになります。●は「集団的自衛権を

キーワードに」有事立法・改憲の動きとどう対峙

するのが●は、姫路など4港への米艦の同時入

港などを具体例に［自治体への働きかけ」によっ

て「地域の平和力」を引き出す方法などについて

議論します00は、教科書や小泉の靖国参拝など

でも、アジアと私たちとの民衆レベルの直接的な

連携の重要性が明確になってきており、「沖縄・韓

国の反基地運動との連帯Jは極めて重要です。． 
2日目は、 9時から全体会議。分科会の報告を

ふまえて、「日米共同訓練に対する共同の抗議行

動をめぐってプッシュ来日に対する共同行動J

など具体的な方向性を議論します。 （湯浅一郎）
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catch peace. 

9月29日（土） 14:00~30日（日） 11:00 

【会場】 山口県ふれあいパーク（山口県由宇町）

※岩国市の南隣の町。最寄りの駅は、

山腸本線の由宇駅c宿舎のマイクロ

バスを出す予定。

◆ 

【1日目】

【2日目】

受付開始 13:00 

開会 14:00 

全体会議 14:00~17:00 

夕食・休憩 17:00~19:00 

分科会 19:00~22:00 

懇親会 22:00~24:00 

全体会議 9:00~11:00 

フィールドワーク

13:30～（予定）

キャッチピース全国会議

2日目11:00~13:30（予定）

2日間の集会と討議を踏まえて、キャッチ

ピースとしての今後の運動の方向性や計画、

組織上の問題などについて話合います。

（時間帯は変更があるかもしれません）。

【参加費】 2000円

【宿泊(1泊3食）】 9000円

【懇親会費】 2000円

♦ 

【主催】 集会実行委員会（よびかけ：北九州・佐世

保合宿参加者有志／脱軍備ネットワー

ク・キャッチピース）

【参加申込み】 参加希望者は、希塑分科会銘記の

上、下記へ連絡ください。会場への交通案内図は、

申込み受付後に、郵送します。久保田十一郎（ピー

スリンク広島・呉・岩国）kuboman@fb4.so-

net.ne.jp 村田久TEL&FAx:093-202-5683 
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露わになった

「非核神戸方式」
崩しの意図
姫路・和歌山・名古屋・清水

米艦、四港に同時入港

8月28日、 5隻の米軍艦が四つの民間港に同

時入港した。ミサイル巡洋艦ビンセンスが姫路、駆

逐艦クッシングとミサイルフリゲート艦バンデグ

リフトが和歌山、ミサイルフリゲート艦ゲーリー

が名古屋そしてミサイル駆逐艦J.s・マケインが
清水。姫路入港は「非核神戸方式jが始まった 19 7 

5年以来初の神戸港入港である。和歌山への米艦

人港は戦後初。

軍事行動としての「民間港入港」

人港目的は、「補給・親善・休養」とされた。だが、入

港直前のこれら 5隻の軍艦の行動を8月23日付

「星条旗新聞（米軍の準機関紙）は次のように報じ

ている。

：米海軍艦船と海上自衛隊は、 8月23日から2

7日にかけて＜マルチ・セール＞と命名された共

同演習を実施する。同涙習は日米両軍の複数の戦

域における相互運用性を高めるために計画された

ものであり、日本を外部からの攻撃から守るため

に必要な水上、防空、水中における戦闘能力を訓練

ためのものである。参加する米艦は、ピンセンス、

ジョン•S ・マッケイン、クッシング、バンデグリフ

ト、ゲーリー。厚木に配備された第5空母航空団の

航空機及び第51対潜ヘリ戦隊及び第72任務部

隊所属の哨戒部隊が参加する予定」。

日米艦隊の集結一共同作戦一帰港。この一つな

がりのシナリオの一貫として四港寄港はあった。

太平洋岸の民間港の状況を調査し、習熟すること

もまた、重要な位置づけであったことも疑いない。

非核神戸方式包囲網

太平洋ベルト地帯における「潜在的軍事拠点」＝

民間港の利用にとって最大のガンは、「非核神戸方

式である。日本有数の施設を誇る民間港神戸から、

75年以来米軍を閉め出してきてこの政策を何と

してもくずしたい。「周辺事態法」制定前後から日米

政府は手を変え品を変えてそのチャンスを狙って

いた。そして、今回、この策動は新しい段階を迎え

た。

四港の港湾を管理する自治体は、いずれも乳ミ核

の証明」を日米政府に求めた。この要求に対して、用

意された答えは次のセットだった。①米国政府か

らは「水上艦には核を積んでいない。しかし個々の

艦船の核の有無は議論しない」。②日本政府からは

「日米安保条約にもとづく事前協議の申し入れが

ない以上、核の持ち込みはない」。

あくまでも「個々の艦船に関する非核証明薔」を

求める「神戸方式」に対して、この一般的説明で人港

の実績を積み重ねる。それが真綿で首をしめるよ

うに「神戸方式」を無力化する。それが狙いだ。

兵庫県のがんばり

日米政府の日論見は、残念ながらほぽ達成され

てしまったと言ってよい。四つの港の管理者はい

ずれも上記の説明で「非核」と判断、入港に同庶し
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た。しかし、水面下では「綱引き」があった。

姫路港に入港した米国のミサイル巡洋艦］ビン

センス」の核装備をめぐり、兵庫県が米側の回答文

書で、「個々の艦船に関して核搭載の有無を議論し

ない」などとした部分を削除するよう求めていた

ことが29日、分かった。米側が応じず、県は最終的

に、非核三原則が守られている」と入港受け入れを

決定。しかし、削除要請は、この判断とは逆に、ビン

センス自体の装備状況に触れない回答が『不十分』

との県の認識を示した格好とも言えそうだ」「（県

は） 『安保順守など一般論は承知しており、個別の

艦船の状況を知りたい』と総領事側に再度要請。文

書から「個々の艦船・・・議論を行わない」の一文を削

除するように求めたが、総領事側は「政府の統一見

解。領事館レベルで修正できない」などと応じな

かったという」(8月3l日「神戸新聞」）。

これは公式の記者会見などでは一切触れられな

かった事実だが、日米政府合作の「非核の証明」に自

治体が満足しているわけではないことを、「首の皮

一枚とはいえ示したと言うことができる。

市民は「歓迎せず」

多くの人々が軍艦の見学に訪れた。姫路ではの

ペ 1万10 0 0人が訪問と米海軍は発表してい

る。 1時間半待ちの長い行列ができた。しかし、これ

が必ずしも市民の「歓迎jを表すものでないごとを、

「神戸新聞jが市民 10 0人を対象に行ったアン

ケート結果は示している(8月31日付同紙から）。

※ビンセンス入港を「歓迎する」は24％で、「歓迎

しないは48%。釈坦しない理由ぱ一般港には来

るべきでない」「核搭載がはっきりしない」など。

※同艦の核搭載の有無では、 63％が「疑わしい」、

「積んでいない」は 12%、残りは「関心ない」「分か

らない」。

※今後の米艦入港では、「認めるべきでないー 18 

%、「日米安保条約を結んでおり、今後も認めるべ

⇒18ベージへ

兵庫県知事

井戸敏三様

米イージス艦「ビンセンス」の姫路港入港拒否
に関するお願い

私たち「脱軍備ネットワーク・キャッ

チピース」は、神奈川県横浜市に本拠を

置く市民団体です。平和のために各地

で活動する25団体と約400人の個人で

構成されております。

横須賀を母港にする米イージス艦

ピンセンス」が、27日、姫路港への入

港を計画しているとのニュースを聞

き港湾管理者である知事さんに、これ

を拒否することを強くお願いするた

めに、この手紙を書いています。

1.「非核証明」は厳密に！

報道によれば、知事さんは人港計画

が伝えられた直後の10日に核を搭載

していないことを証明する文書を提

出するよう）レーダン駐大阪・神戸総領

事に求めたとのこと。私たちは、この行
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8.20 キャッチピース

動を全面的に支持します。入港受け入

れの最終判断期限である24日が目前

に迫っています。「非核三原則に沿って

判断する」という知事さんの談話も私

たちは新聞記事で知りました。是が非

でも、この一線を守り抜いてほしいと

思います。

おそらく、総領事からは次のような

回答があるでしょう。

「米軍の水上艦、攻撃潜水艦、及び海

軍航空機には核兵器を搭載しないこ

とが米国政府の一般的な方針です。し

かしながら、特定の艦船、潜水艦、航空

機に対して、核兵器の搭載の有無につ

いては、議論しない。米国政府は、日本

人の核兵器に対する特別な感情を理

解しており、安全保障相互条約に基づ

く義務を忠実に履行してきており、今

後も、そう継続する」。これは、今年の

冬、小樽苫9j牧そして室蘭で同じよう

な文書による非核の証明」を求めた市

長に対して判で押したように返され

た文書回答です。
しかし、これで、知事さんが求める

「非核の証明」になるのでしょうか。知

事さんが求めているのは、「米国の一般

的な方針jを確認することなのでしょ

うが求められているのは「27日に姫

路に人港するピンセンスが核を積ん

でいるかどうか」の確認のはずです。も

し総領事が今回も同じような一般的

方針に関する「解説」をもって回答して

きたならば、それをはねつけてほしい

と思います。知事さんが「非核証明jを

求めているのは姫路港で働く人々そ

して姫路市民の安全を守り、国是であ

る「非核三原則」が、今、ここほ灘港）で

も守られていることの証明であるは

ずです。総領事が前例のような木で鼻

をくくったような「解説」でこれに答え

たとするならば、それは知事さんの真

摯な動機を愚弄するものに他なりま

せん。逆に言えば、このような回答で満

足するならば、「文書による非核証明」

は、たんなる儀式に終わり、国民の多く

が懸念している「非核三原則の空洞化J

を助長する以外の何物でもなくなっ

てしまいます。
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2．姫路港の軍事利用にノーを！

正直に言えば、知事さんがピンセン

ス入港への対応を「核搭載問題」に絞り

込んでいることに私たちが懸念を抱

いていることも事実です。

古くから瀬戸内海の要衝に位置し、

「世界に向けたゲートウェーとして、

40数力国と繋がる港」（神戸港湾事務

所のホームページから）姫路港の運用

において、このような軍艦の入港は、そ

もそも想定されているのでしょうか。

外務省のまとめたデータによれば、

2000年の米軍艦の民間港への入港は
23回に上っています。これは「冷戦後

最多」(5月12日「朝日」）。この背景に、
有事における民間港使用を唱った「新

ガイドライン」とその実効化のために

作られた「周辺事態法」があることは言

うまでもありませんc
民間港への入港目的は、多くの場合、

今回の姫路と同じように「友好親善」と

されています。しかい友好親善」も軍

人の手にかかれば全く違った政治的

意図に生まれ変わります。次のように。

「地域の人々に我々の姿を目に見え

る形で示すことは、前進配備任務の重

要な一部である。人々が我々の能力に

ついて学び理解するのは極めて重要

なことだ」（空母キティーホークのス

ポークスマン）。「長崎におけるわれわ

れの獲得目標は、他の日本の港と同様

である。すなわち高水準のホストネー

ション・サポート（思いやり予算）を維

持し、世界的・地域的協力を促進するこ

とだ」（駆逐艦デイケーターの司令将

校）。日本の市民が、米軍艦を「良き隣

人」として受け入れる、それが、軍事行

動の足場を確かにする、こう軍人達は

いっているのです。

戦後初めての軍艦、ビンセンスの姫

路入港を受け入れることは姫路を「軍

港」の一つとして何時でも利用できる

港にすることの第一歩であると私た

ちは心配しています。そしてそのよう

な姫路港の明日を知事さんも市民•県

民そして港に働く人々も誰も願って

はいないことを信じています。

3.ピンセンスは「友好親善」には似合

わない

1 9 8 8年7月3日、「ビンセンス」

はイランの旅客機を戦闘機と誤認し、

対空ミサイルを発射して撃墜し 29 

0名の命を奪いました。多くの人命を

奪った恨みを買って、このビンセンス

の乗員がテ ロの対象となったことも

報道されています。ビンセンスの艦長

（彼がミサイ）乃ゼ射命令 を出した）の

妻の車に爆弾が仕掛けられ彼女は危

機一髪で脱出しました。撃墜事件の後

ピンセンスがサンディエゴに帰港し

た時には乗組員は船を離れた時に襲

われる恐れがあるから警戒するよう

命令が出たことなども伝えられてい

ます。

このような日＜付きの軍艦に、「友好

親善」のミッションはあまりにも似合

いません。

さらに付け加えれば、ピンセンスは

湾岸戦争やユーゴ空爆で多くの市民

と米国兵士を後遺症で苦しめている、

劣化ウラン弾（国連でも「残虐兵器」と

して禁止の動きが起こっています）を

大量に搭載している疑いがありますc

こんな船が姫路港にとって歓迎し

うる「お客さま」なのでしょうか。

4．軍艦入港は拒否できる一「港湾管理

権」は「地位協定」より上位

「日米地位協定」と自治体の「港湾管

理権」の関係についても申し上げたい

と思います。

政府は、米軍艦の入港については、

「日米地位協定第5 条］を根拠に、自治

体が拒否できる筋合いのものではな

いという立場をとっています。しかし、

この見解は間違っています。

たしかに、日米地位協定第5条は、米
軍艦は「通告」することによって民間港

に入港することができるとしていま

す。しかし、その意味は米軍に「通告の

義務」があるということであっで地元

自治体に「受け入れなければならない」

という義務を課しているわけではあ

りません。

港湾や埠頭の管理者である自治体

の長は、受け入れ可否を判断すること

のできる独立した立場にあります。姫

路港もそうですが、地位協定が結ばれ

た1960年に比べ日本の商業港の活動
は飛躍的に活発化し、軍艦を受け入れ

る余地は著しく狭まっているはずで

す。時代の変化に応えて「地位協定」も

また見直されてしかるべき存在なの

です。

「周辺事態法」の定める「地方公共団

体の協力」においで最も重視されてい

るのが港湾の利用です。しかし、これは

港湾管理者である市長さんが港湾管

理権を行使した結果として断ること

が可能な、「一般的協力義務」であるこ

とが、政府と自治体の間の度重なる対

話によって確認されています。

今年2 月には、小樽市が駆逐艦マッ

ケインを、「市民感情への配慮Jを理由

に拒否。苫,j¥ll文では、同じく2 月、市長

が米軍の希望に反して人里離れた埠

頭を指定、第7 艦隊旗艦ブ）レーリッジ

は入港を断念しました、そして、同じ時

期に室蘭に入港を予定していたエ

セックスは「運用上の理由」で自ら寄港

を取り下げました。北海道の三つの港

でこの冬に起こったこの竺つの事件

は、自治体の港湾管理権の大きさ、そし

て強さを私たちに教えています。

是非、正々堂々と「港湾管理者」とし

ての権限を行使してください。この権

限行使と一体となってこそ最初の「非

核証明」は実効的な意味を持ちます。

5．軍艦入港こそが「不平等扱い」一港

湾法13条との関係

知事さんが港湾管理権を行使して

軍艦入港を拒否した場合、米国に押さ

れた日本政府はこれを港湾法第13条2

項によって禁止された「不平等扱い」で

あると断罪するかもしれませんcそし

て、同法第47条に則っで運輸大臣の
権限によってその決定を覆すことが

できる、と迫るでしょう。しかし、ここ

にも矛盾があります。まず忘れてはな

らないのは、港湾管理権を国から自治

体の手に移した、現行の港湾法体系の

改革は、侵略戦争の反省に立った戦後

改革の重要な柱であったということ

です。港湾法が制定された経過を見て

も、13条に定めた「不平等扱いの禁止J

は、あくまでも民間船舶を対象とした

ものであることは明らかです。

地位協定によって様々な特権一水

先案内がいらない、入港料が免除され

るーなどを身にまとった軍艦の入港

こそが、「不平等」な存在ではないで

しょうか。

以上、知事さんへのお願いとそれが

決して無理難題ではなく、「港湾法」や

「地位協定」に照らしても棟をはって主

張しうる法的根拠を持ったものであ

ることを述べました。

最後に、もう一度お願いします。

日本中が注目しています。

ピンセンスを拒否してください。
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ミサイル防衛は
私たちを
どこに運れていこう
としているのか

「現状維持」という表現ほどH本外交の特質を

ぴったりと言い当てている言葉はない。ミサイル

防衛に関する日本の態度は、戦後日本の指導者た

ちの抑制され寡黙な特徴を反映していると言え

よう。一ー『本上ミサイル防衛NMDーいったい何

が問題か？』（国防情報センターCDI2000年9月

発行） ． 
首相、外務大臣、防衛庁長官と言えば、対外的に

日本を代表する”顔”である。もちろん大事なのは

顧」よりも頭だが、日本という国がいかに零落し

たとは言え、それなりの見識（その是非は措くと

しても）を持った人物が就いているはずだと期待

される。しかも商支持率を誇る内閣だ。少なくと

も自分の頭で考えた、清新な戦略を語るだろうと

いう期待はあった。

しかし開けてビックリ玉手箱。就任して間もな

いこれら 3閣僚から漏れた発言は、国家の基本的

問題に対するとんでもない無知、あるいは見識の

なさを暴露したものだったからだ。しかもそれは

ブッシュ戦略の目五であるミサイル防衛(MD*

注）に関する発言だからたまらない。国会の場で

さえほとんど議論されていないこの問題、しかし

少なくとも今後20年は日本の将来を拘束する

であろう重要問題を、まるで酒場談義のような気

楽さで、たぶん思い付きで発言しているのだ。

＊注 これまでアメリカは弾道ミサイル防衛構想を、

同盟国を守る地域ミサイル防衛(TMD)とアメリカ

本土へのミサイル防衛(NMD)に分けてきたが同盟

国からの批判をかわす意昧もあり、これを区別せずま

とめてミサイル防衛(MD)と呼ぶようになった。
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「核抑止崩壊」のシナリオは、もう動いている

青木雅彦反戦ドタバタ会議

まずこの3「賢人」の発言から具体的に見てい
ア`に 一←つ。

◆小泉純一郎首相ーSF的な無知と誤解

その右翼的言動にもかかわらず外交・安保問題

につていは「素人を自認しているそうだが、就任

早々の党首討論で、「苦手Jの安保問題、特にミサ

イル防衛について聞かれて、指を立ててここまで

言ってしまった。

：これ（米のミサイル防衛構想）はすごいことな

んです。米国の考えている弾道ミサイル網が実現

したら安全保障上の考え方が一変する。核兵器が

無章味になるかもしれない。大変意義をもった研

究だ。今までの考えを一変しかねないような大き

な問題を含んでいるからこそ研究する価値があ

る。」（今年6月6日国会）

もう手放しの礼賛であるが、実はブッシュ大統

領を含めて、同盟各国の首脳でも「ミサイルがな

くなるJなんて楽天的な発言をしている無知な人

物はいない。諸外国の首脳が微妙な戦略バランス

の問題として捉え苦慮しているテーマーを、小泉

氏はSFや子供漫画レベルでしか考えていなかっ

たわけである。

首相はこの時点まで、MDについてまともなブ

リーフィングを一度も受けていなかったと見え

る。その後側近達から、「あれはいくら何でもと

アドバイスされたのだろう、その後幾分トーンダ

ウンした。しかし発言を撤回はしていない。

実は予想されたことではあるが、首相の言う方

向と全く逆に「すごいこと」になりつつある。アメ
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l)力は最近MDに反対する中国に対して、「君んと

こは、核ミサイルを増やせばいいじゃん」と核軍

拡を勧める方針に転換したという（ニューヨーク

タイムズ9月2日など）。「核兵器が無意味にな

るjのでなくて、核軍縮交渉や核廃絶運動が「無意

味」になるわけだ。

この報道を受けて、首相が考えを改めたという

報道もない。恐らく彼の頭の中は、ミサイル防衛

でなく、「抵抗勢力」からの「防衛」や、自らの「写真

集」の売れ行きのことで一杯なのだろう。

◆田中員紀子外務大臣

ーパニクッて自分でも立場不明

明治以来この人ほど、世間というかワイド

ショーを騒がせた大臣はいない。しかしその騒動

はあまり外務大臣としての本分とは関係ない。と

りわけ悲惨なのが、米国のミサイル防衛をめぐる

発言で、とにかくコロコロ変わるので、自分でも

もう自分の見解がどこにあるのか解らなくなっ

ているとしか考えようがない。

外相の「MDデピュー」はこんな発言からだっ

た。

「ミサイルの脅威というがミサイル防衛は必要

か。日本と欧州は協力して米国にやりすぎないよ

う働きかけるべきだ」 (5月25日イタリア

ディーニ外相に）。 「米国のミサイル防衛は中国

を刺激する」 (5月25日ダウナー豪外相に）。「戦

後、日本は日米安保体制の下で核の傘に保護され

ていたが、安易だった。日本はより自立する必要

がある。日米関係は転換点にあり、うまく切り替

えするために、もう一度考えていく必要がある」

(5月25日フィッシャー独外相に）

と、この時点ではまともというか、日本の外相

としては珍しく見識のある発言として期待を抱

かせたのだ。

しかしこの情報をリークした「反箕紀子派」の

外務官僚が積極的に騒ぎ、田中外相が「親中国派J

でないかと疑っていたアメリカが態度も硬化さ

せ、政権内の日米安保派も外相攻撃を強めた。

すると田中外相は、「そんなことは言っていな

い」と「これまで通り」を強調する逃げの答弁に終

始した。これだけでも姿勢の一貫性を疑わせるに

は十分だが、今度は最初とは立場を180度転換さ

せる発言が出た。

「世界にはいわゆる『ならず者国家』が存在す

る。核不拡散の見地から言うと、私たち日本人は、

やはり(MDを）支持だ」(7月16日チェコのテレ

ビでのインタビュー）

と、アメリカの主張をそのままなぞっただけで

なく、これまでの日本政府の公式見解「ミサイル

防衛に理解を示す」から大きく踏み出してしまっ

た。

そしてまたしても外相はこの発言も否定した

のだが、ここまで来れば、この人の発言には定見

というものがないのだと世界中に分かってし

まった。腐敗した外務省に浮かぶ、波間の木の葉

のような外相。もうこれは国家の非常時だ。

◆中谷元防衛庁長官

-「軍人」ゆえの？身勝手な無理解

自衛隊の制服組出身（「文民」かどうかで少しも

めた）だから、間違ってもハト派ではないが、軍事

問題にはそれなりの知識と理解を持っていると

思われていた。ところが「忠誠］を誓いに行ったは

ずの訪米で、辻棲の合わない発言が。

「（日本のミサイル防衛は）探知から発射に至るま

で独自に情報を入手し、日本の判断において発射

するものだ」(6月22日訪米先のホテルで記者

会見）

当たり前のことだと思われる人もあろうが、実

は、意味不明。もともと日本のミサイル防衛はアメ

リカのシステムの一邪として機能する（図解参

照）。発射を探知するのはアメリカの衛星やレー

ダーだ。「独自に情報を入手」する計画は全くな

い。当惑したのはアメリカだ。これはアメリカの

構想に参加しないという意味なのか？

政府でも安部副官房長官が「日本は早期警戒衛

星を持っておらず、我が国だけで（同システムが）

完結するかは微妙だ」と長官の混乱を指摘したC

あえて長官の真意を付度すれば、アメリカの命

ずるままにミサイルを撃ち落とせば、いわゆる集

団的自衛権問題（後述）に抵触するので、とりあえ

ず国内的批判をかわすために、できもしない御都

合発言を行ったのだろうが、彼自身全くMDのイ
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1弾道ミサイルの要撃方法の一例l

イ凡，

防衛庁資料から

メージが掴めていない表れだろう。

●乗車しながら、「乗るかどうか検討中」

それにしても三者三様の混乱ぶりで、こうなる

ともう誰にも現内閣のMD問題に対する姿勢が何

であるか、皆目分からなくなった3

ここでこれまでの日本政府のアメリカのミサ

イル防衛構想に関する公式見解を整理しておこ

う。

(1)日本はアメリカがミサイル防衛の研究を行

う必要性を「理解する。

(2)ミサイル防衛という考え方は、日本の「専守

防衛」にふさわしいシステムである。

(3)現段階では日本がMDを配備するかどうか、

決定する段階になく、とりあえず現在はアメリ

力との間で共同技術研究」を行っていく。

(4)実際の開発、配備などについては別途検討

する。

公式的には慎重なようだが、実際にはもう走り

出している。98年8月の北朝鮮の「テポドン」発射

の騒ぎをちゃっかり利用して、その一月後には

NTWDシステムという海上配備型のミサイルの

「共同技術研究」を決めてしまった（年表参照）。す
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でにそれは予算化されていて、今年度では37億

円、来年度はこの経済危機にもかかわらず80億円

を防衛庁は要求している。

さらに海上自衛隊は今後配備するイージス艦

（現今のものでも 1隻1500億円以上）は、NTWD対

応のもので、舞鶴から配備を始めていく（東京新

聞8月17日）というから、事実J:.自衛隊レベル

では配備を決定しているということだ。

何しろトップの政治家が全く分かってないし、

何ら見識を持っていないのだから、国民的な議論

をという方が無茶なのかもしれないが、見切り発

車を許すにはあまりにも重要な問題だ。ここでは

どうしても国民が政府に説明を求めるべき点を

2点だけ指摘しておきたい。

●「核の傘」はやっぱり大嘘だった？

第ーは、「核の傘」や核抑止論はもう有効でなく

なったのかということである。

相手がこちらを核攻撃しようと思っても、攻撃

側にも堪え難い報復の核攻撃がある。要するに

「ウチを攻撃したらお前等は全滅だぜ」と理解さ

せることによって、相手の攻撃を思いとどまらせ

るというのが、いわゆる核抑止の考えだ。アメリ
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カの言い方では「相互確証破壊(MAD)」だが、これ

によって平和が保たれているから核兵器が必要

だという説明だった。日本政府もこれを支持して

きた。

しかしミサイルをどうしても撃ち落とさねば

ならないというのは、最早「核抑止」が有効でない

ということだ。何が変わったというのか？「なら

ず者国家」には「相互確証破壊(MAD)」の考え方が

通用しない、というのがアメリカの主張のようだ

が、そんなMADな相手がアメリカを破壊するの

に、手間もカネもかかる弾道ミサイルを使うだろ

うかcしかもロシアとの間でもMAI)戦略を放棄す

るというのは、これまでの説明を全面放棄するに

等しい。

つまり「核の傘」論を前提とした日米安保必要

論は、全面的に見直すということになる（「今まで

の考えを一変」という小泉発言もあるし）が、政府

つまり小泉氏はなぜ何の説明も行わないのか？

●ミサイルの行く先を言い当てる？

が、例えば北朝鮮や中国から発射されたばかり

で、まだゆっくりと上昇していくミサイルを日本

のイージス艦が撃墜するという場合が考えられ

る。中谷長官は、「日本に向けられたミサイルだ

け」と言うが、発射段階のミサイルに行き先が書

いてあるわけでなし、アメリカ行きのミサイルを

迎撃すると、「自国が攻撃されていないにもかか

わらず実力を持って阻止する権利」、つまり集団

的自衛権を行使したことになる。これではTMDを

擁護するために政府が使ってきた論理は通用し

ない。

逆にこの事態を逆手にとって、日本政府の「集

団的自衛権行使は憲法上不可能」という解釈を放

棄させようという不純な動機も見られる。ミサイ

ル防衛なんてどうせ不可能だから、これを最大限

利用して改憲をしてやれという連中が動き出し

ている。 ． 
もう一つは、最近クローズアップされるように

なった「集団的自衛権」行使問題だ。アメリカが

TMDとNMDを区別しなくなったことで、日本が

（もしMDに参加していると）他国（つまりアメリ

力だが）に向けて発射されたミサイルを撃墜する

場面も生まれてくる。

いわゆるブースト段階での迎撃というものだ

弾ア 1945.7.4 米陸軍、弾道弾迎撃の研究を提言
道メ 1957.10.4 ソ連人工衛星スプートニクの打ち上げ。大陸間弾道ミサイルに道
ミリ 1962.7.19 米、太平洋上でアトラスミサイル迎撃実験。ナイキゼウスミサイルが標的から2km以内に
跨 1967.9.18 ペンタゴン、 2種類の血Mシステム配備計画発表。核弾頭付き。
ル日 1972.5.26 米ソABM知匂に署名。迎撃システム配備を制限
防本 1983.7.23 レーガン大統領「スターウォーズ計画」発表(SDI計画）。この時はSDIという表現使わず。
衛の 1986.10.12 レイキャピックで米ソ首脳会談。SDI問題で決裂
日 1991.1.17 湾岸戦争始まる。戦争中パトリオットがイラクのスカッド弾道ミサイルを「迎撃
年 1991.1.29 プッシュ大統領、SDIの目的をGPALS（限定的攻撃に対する地球的防衛）に変更

表 (TMDの起源）

1993.5. アスピン国防長官、SDIO(SDI局）をBMDO（弾道ミサイル防衛局）に変更SDIの終わり

1998.8.31 北朝鮮、日本の頭越しに「ミサイ）レ発射

1998.9.20 日米安全保障協議委員会、TMDの共同技術開発で合意

1998.12.25 安全保障会議で、NIWDシステム（迎撃ミサイル）の日米共同技術研究に着手決定

1999.8.16 BMD（ミサイル防衛）共同技術研究了解覚書署名

いずれにしても、このままでは日本のミサイル

防衛参加は秒読み段階に入る。いつものように理

念もポリシーも不在で、ズルズ）レと既成事実に飲

み込まれていつのまにか、抜き差しならぬところ

へ打ち上げられようとしている。「現状維持」が動

機とはいえ、これまでと違う［現状］が私達に押し

付けられるわけだ。 ●● 
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神田公司（熊本）

゜地方議会で日米地位協定の
抜本的改定の
意見書を！

各地の市民・地方議員のみなさんへ

6月29日未明の沖縄県北谷町での米軍兵土に

よる性暴力事件が起きたことは記憶に新しいと思

います。 19 9 5年の少女暴行事件以降、米軍兵士

による犯罪が起こるたびに、日米地位協定の改定

が叫ばれてきました。あれから 6年、米軍兵士によ

る沖縄を始めとする日本各地での犯罪は減るどこ

ろか、ますますエスカレートしています。

今回の6月29日の事件でも、米兵の身柄はを

引き渡すかどうかは、米軍のf好意的考慮Jとされ、

米軍は地位協定5項C（日本国が裁判権を行使す

べき合衆国軍隊の構成員又は軍属たる被疑者の拘

禁は、その者の身柄が合衆国の手中にあるときは、

日本国により公訴が提起されるまでの間、合衆国

が引き続き行うものとする。）を楯に身柄の引き渡

しを拒否し、容疑者が逮捕されるまで四日間もか

かりました。この問題は小泉政権を大きく揺るが

し、衆議院外務委員会でも「日米地位協定見直し決

議」が出されるに至っています。

私は、北谷町の性暴力事件が起こって以降、大分

県湯布院の住民グループ、鹿児島県の住民グルー

プとともに、九州全県の市民・地方議員に声を掛け

て、「九州共同アピール」を作り、プッシュ米大統領

と小泉首相に［地位協定の抜本的改定、米軍基地撤

去！」を訴えました。

こうした行動をへて、湯布院のグループは大分

県の全市町村に「日米地位協定の抜本的改定と日

出生台での米軍演習の中止を求める意見書採択の

陳情書」（資料①）を送りつけました。私の住んでい

る熊本県の大矢野原演習場（矢部町）では、鹿児島県

の霧島演習場とともに 11月上旬に米陸軍と陸上

自衛隊との合同演習が予定されており、私たちも

全市町村に陳情書を送る予定にしています。

9月議会を前にして、私たちは日本各地で意見

書が採択される冬く運動を起こしたいと思いま

す。全国の9月議会で意見書があがれば、地位協定

の抜本的改定に向け大きな流れができると思いま

す。皆さんのご意見やアドバイスをお願いします。

2001年8月7日

くまもと市民センター事務局長

「虹と緑j安全保障プロジェクト担当

西合志町議会議員神田公司

日米地位協定の抜本的改定と日出生台での米軍演習の中止を求める意見書採択の陳情書

二00一年七月十九日

陳情者住所大分県大分郡湯布院町川上1525-12氏名米軍基地と日本をど

うするローカルN℃r大分・日出生台事務局長浦田龍次
議会議長様

【陳情主旨】

去る六月二十九日、沖縄県北谷町では、またもや米

軍兵士によって、女性の人権を蹂躙する性暴力事件が

起こされました。沖縄県では、昨年から今年にかけて

も、放火事件、器物破損、全裸米兵の住居不法侵入など

米兵による目に余る事件は後を絶たず、そのたびに米

軍は謝罪をし、「綱紀の康正」、「再発防止」を約束して

きましたがまたもや米兵による不祥事が繰り返され

ることになりました。

この事態には、沖縄県民だけではなく、毎年、米軍演

習が強行されている日出生台演習場を抱える大分県

民の間にも大きな不安と、憤りが広がっています。現

在凶悪犯罪を犯した米兵の身柄を引き渡すかどうか

は、米軍の「好意的考慮」によるとされており、今回の

事件でも、米軍は当初、地位協定を楯に容疑者の身柄

引き渡しを拒否、沖縄県警が逮捕状を出してから容疑
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者逮捕に至るまでに実に四日もかかることになりま

した。日本の国内で起こった事件なのに、米兵に限っ

て速やかに身柄拘束して調べることができない現在

の地位協定のあり方こそが、米兵の犯罪が後を絶たな

い一因となっているとの指摘もあります。沖縄県では

県議会をはじめ多くの市町村議会で抗議と地位協定

の抜本的改定、米軍兵力の削減や撤退を求める決議が

相次いで採択されています。

私たちの暮らす大分県でも日出生台での米軍演習

で、米兵二00人以上が一ヶ月滞在したり、県内の港

湾に米艦が入港したりしていることを考えたときに、

この地位協定の改定問題は他人事ではなく、万ー事件

などが起きたときには、まさに私たち自身が直面せね

ばならない問題です。以上の主旨から、政府、及び政府

を通じて米軍、兼びに関係機関に対し、地方自治法九

十九条の規定により意見書を提出して下さるよう陳

情いたします。

【陳情項目】

へ不平等な現在の日米地位協定を抜本的に改定する

こと。

二、沖縄県議会、及び関係市町村議会の在日米軍の削

減撤退を求める決議を尊重し、必要な措置を講じる

こと。

三、日出生台での米海兵隊の実弾砲撃訓練を中止する

こと。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

： ●陳情に添付した「議会意見書案（参考例）」

： 日米地位協定の抜本的改定と、日出生台での米海兵廠の実弾砲撃訓練の中止を求める意見書（案） ： 

： 去る 6月29日、沖縄県北谷町では、またもや米軍兵士によって、女性の人権を蹂躙する性暴力事件が起：

： こされました。沖縄県では、昨年から今年にかけても放火事件、器物破損、全裸米兵の住居不法侵人など：

：米兵による目に余る事件は後を絶たず、そのたびに米軍は謝罪をし、「綱紀の粛正、「再発防止」を約束し：

：てきましたが、またもや米兵による不祥事が繰り返されることになりました。この事態には、沖縄県民だ：

：けではなく、毎年、米軍演習が強行されている日出生台演習場を抱える大分県民の間にも大きな不安と、：

：憤りが広がっています。

： 現在、凶悪犯罪を犯した米兵の身柄を引き渡すかどうかは、米軍の「好意的考慮」によるとされており、：

：今回の事件でも、米軍は当初、地位協定を楯に容疑者の身柄引き渡しを拒否、沖縄県警が逮捕状を出して：

：から容疑者逮捕に至るまでに実に4日もかかることになりました。日本の国内で起こった事件なのに、：

：米兵に限って速やかに身柄拘束して調べることができない現在の地位協定のあり方こそが、米兵の犯罪：

：が後を絶たない一因となっているとの指摘もあります。 ： 

： 沖縄県では県議会をはじめ多くの市町村議会で抗議と地位協定の抜本的改定、米軍兵力の削減や撤退：

： を求める決議が相次いで採択されています。私たちの暮らす大分県でも日出生台での米軍演習で、米兵：

: 200人以上が1ヶ月滞在したり、県内の港湾に米艦が入港したりしていることを考えたときに、この地：

：位協定の改定問題は他人事ではなく、万ー事件などが起きたときには、まさに私たち自身が直面せねば：

：ならない問題です。よって、本議会は、政府、及び政府を通じて米軍、並びに関係機関に対し、以下のこと：

： を強く要望します。

: 1．不平等な現在の日米地位協定を抜本的に改定すること。 2、沖縄県議会、及び関係市町村議会の在日：

：米軍の削減、撤退を求める決議を尊重し、必要な措置を講じること。 3、日出生台での米海兵隊の実弾砲：

：撃訓練を中止すること。

：以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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沖縄かし沖縄がかわれば、アジア・太平洋がかわる

#54 

伊波洋一
「沖縄から」 「沖縄ボイス」編集委員
沖縄県議会議員・元沖縄中部地区労事務局長

15:j三；市野嵩2-1-8-101伊波
田＆諜 098-892-7734

北谷111Tの米兵による婦女暴行事件は、日米地位協定の見直しを含め、引き続き問題を提起し続けている。また、

1 9 5 1年9月8日のサンフランシスコ講和条約と日米安保条約によって戦後の日本が沖縄を置き去りにし

て再スタートを切ってから満50年を9月8日に迎えるが、沖縄は19 4 5年4月以来の米軍占領が事実上

継続し続けているので、特に50周年の取り組みはないようだ。捨て子にされて50年の祝いをする訳にもい

くまい。今月［社璽向を変えて、オムニパス風にまとめてみt::.,.

米兵の犯罪をかばうタイム誌特集

米誌タイム(8月20日発売号）が北谷町で起き

た米兵による婦女暴行事件について、特集記事で

「容疑者が日本人だったら起訴されなかっただろ

う」と書き、米空軍軍曹が起訴されたのは容疑者が

黒人だったことによるもので人種的偏見が背景に

あることを示唆したことに対して、沖縄県内では

反発が拡がっている。記事の内容は日本の米軍基

地の周辺のディスコ等には「アメジョ（女）jや「コク

ジョ（黒女）」と呼ばれる米兵との交際をのぞむ日本

人女性達がいることを紹介し、被害者もその一人

にすぎないかのような印象を与えている。記事の

中では24歳の沖縄女性が「アメジョという言い

方は沖縄女性をおとしめる言葉ではないか。本土

の日本人が沖縄人を見下す言い方だ。彼等は、沖縄

人が生まれながらに友好的で社交的なのだという

こと、相手が米兵であろうとそうなのだというこ

とを知らないんだ。」と反論している。

事件を伝える地元新聞記事では犯人が「黒人」か

どうかは報道されていない。今回の事件では多く

の目撃者が存在しており、タイムの記事にも薔か

れているが逃げ出そうとする被害者を暴力的に車

の押さえつけて強制的に性行為に及んだ米兵を、

婦女暴行だと被害者が訴え、複数の証言と証拠に

よって犯罪が成立したことで起訴されたのであ

る。犯人が「黒人」かどうかを沖縄県警や検察が考慮

したものでないことは明白だ。

記事にはまた、「黒人米兵が容疑者になったら、犯

人に違いないとここの人々は思い込むjと沖縄で

開業する米国人女性弁護士の発言が引用されてい

るが、「ここの人々とは沖縄基地に住む米国人達の

ことではないだろうか。米軍関係者の間では、米兵

犯罪は一握りのどうしようもない連中の仕業との

意識が強い。タイム誌の記事に対して、記事のなか

でもインタピューを受けて「強姦被害者は報道や

公にされることで、さらに痛めつけられる」と被害

女性の人権が守られていないと強調した那覇市議

の高里鈴代さん（基地・軍隊を許さない女たちの会、

強姦救援センター）も、地位協定の不平等さの中で

被害女性が訴えを起こすことの大変さには触れ

ず、日本の司法制度の問題にすり替えていると話

し、タイム誌の記事自体が被害女性へのバッシン

グになっていると反論している。

沖縄では戦後の占領期から多くの沖縄女性達が

米兵と国際結婚をしている。現在でも、米兵と交際

し結婚する沖縄の女性達は少なくない。人口 13 

0万の小さな島に2万人近くの若い独身米兵が駐

留しているのだから、当然に基地外のディスコな

ど様々な場所で出会って友達になり結婚までいく

のだ。多くの若者がハリウッド映画がもたらすア

メリカ人への親密感をもっており、大学など学ぶ

英会話の練習相手として付き合い始めることも多

いようだ。

親戚や知人の家族の中に米兵と国際結婚してい

る女性が一人ぐらいは見つけることができるだろ

う。女性米兵と結婚する沖縄男性はいないようだ

が、留学や仕事などで知り合った中国人女性や

フィリピン人女性、イギリス人女性など様々な国

籍の人と国際結婚している沖縄男性も増えてきて

いる。米兵と沖縄女性の結婚も多くの場合は父母
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や家族に娘の選択として寛大に受け止められてい

る。

このような環境の中で、今回の北谷での米兵に

よる婦女暴行事件への沖縄サイドの対応は、決し

て人種的な偏見に基づくものではなく、地位協定

が犯罪を犯した米兵を守っていることへの怒りと

抗議なのだ

米女性社会学者の声

ボストン大学人類学・社会学教で、ニューズ

ウィーク・ジャパンのコラムを担当するメリー・ホ

ワイト女史は、 7月25日号のニューズウィーク・

ジャパンの連載コラムに「沖縄米兵事件の犠牲者

は誰か」を書き、「事件の被害者は女性であるのにア

メリカでは米兵の身柄引き渡しの方が焦点になっ

ている、犠牲者は暴行を受けた日本人女性ではな

く、人権を脅かされている米兵容疑者のようだ、裁

かれようとしているのは犯罪を犯した米兵ではな

く、日本の刑事システムのようだ」とアメリカ側の

対応を批判した。さらに、「防衛」してくれるはずの

アメリカが日本国民に対し、しかも政治的には複

雑な状況をかかえる沖縄で暴力を振るうとなれ

ば抗議の声が高まるのは当然だ、と指摘。米軍基地

を女性に対する犯罪を犯した米兵の「隠れ家」とみ

なすような「冷戦時代の治外法権」である地位協定

を見直すべきと書いた。

同女史は8月21日付の琉球新報にも「性暴力

と女性の人権」のタイトルで論評を寄稿している。

そこで彼女は、「沖縄県民は長い間米軍の重荷を背

負ってきたが、地域経済はある程度の利益を得た

一方、個人が利益を得たことはめったになかった。

中でも女性は利益どころではなく、深刻な被害に

あった人もいた。ウッドランド容疑者は『合意の上』

だったと釈明している。（米軍と）沖縄県民との豊か

とは言えない長い歴史の後や、数年前の少女の事

件の後でさえ、ウッドランド容疑者は若い女性が

『関係を望んだ』との説明が可能だと思ったのだろ

うか。若い女性が外の駐車場で複数の男性に見ら

れながら、性行為を望んでいるという仮定を立て

ることはできるのだろうか」と述べ、被害女性の方

に何らかの非があるかのようなほのめかしによっ

て、女性が脅かされている今日の社会状があるこ

とを指摘している。とりわけ、今回の事件では強大

な米国防総省と米軍が、米軍の権威をと地位協定

を盾に被害を受けた沖縄女性一人を痛めつけよう

としているのだ。

沖縄の米民間人の声

タイム誌記事を報道した8月20日の琉球新報

夕刊には、毎週金曜日に掲載される「Simp oW  

eeekly News」の英語記事ページがあ

り、沖縄滞在30年以上になる沖縄国際大学教授

を今年3月に退官したビル・ランドール氏が北谷

町の米兵による暴行事件に対して「傲慢な権力」と

いうタイトルで厳しい論評をタイミング良く寄せ

ていた。全部を翻訳して紹介する。

最初に沖縄の島を軍事占領して以来、半世紀

わたって米軍人達は沖縄の人々に対しておびた

だしい暴力による犯罪を加え続けてきた。しか

し米軍犯罪者達は、たとえ逮捕されても地位協

定(SOFA)によって守られて基地内に留まる

によって公正な訴追を免れてきた。警察及び検

察当局は容疑者の身柄を拘束する前に、捜査を

終えて起訴しなければならなかった最近、米空

軍の軍曹が北谷町で若い沖縄女性を婦女暴行し

た罪で告発され逮捕された。事件後に沖縄県は、

このような凶悪な犯罪を防止するために、地位

協定を改定して沖縄人の犯罪同様に迅速な身柄

拘束と訴追ができるようにするべきだと提案し

た。しかし、米軍司令官達は米兵の人権を守らな

ければならないとの立場で傲慢に沖縄県の提案

を拒否した。この司令官達の拒否は二つ考えを

反映しており、一つは物事を沖縄人の視点から

見るということを一様に拒むことであり、二つ

目は現地でアメリカ人の犯した事件についても

傲慢に米国法を現地の法律より優越して適用す

るべきだとの主張である。このような傲慢な権

力は、歴史においては特に珍しいことではない。

帝国主義時代の西洋史では典型的な例が数多く

挙げられている。 1世紀前の 18 9 3年にイギ

リスの植民地だった南アフリカのナタルでは司

法長官のハリー•エスクロンベが、その地域のイ

ンド人達への投票権付与に反対し、「彼等はヨー

ロッパ人のようには文明化されていない」と断
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言した。そして 18 9 8年には英国人作家のル

デイヤード・キプリングがアジア人について「白

人の御荷物であり、新たに捕えられたのろまな

人間で、半分悪魔で、半分子ども」のようだと書

いた。 1948年に南アフリカの全ての先住部

族が鎮圧されて人種隔離政策が打ちたてられた

後、南アフリカ首相のダニエル・マランは勝ち

誇って宣言した、「我々の歴史こそ世紀の傑作

だ。我々は全宇宙の創造主によって与えられた

正当なものとして、この国を保持しているのだ。

まったく、アフリカーンス（南アフリカのオラン

ダ系子孫）の歴史は、オランダ系白人国家が人間

の成し遂げたものではなく、創造主たる神の御

業（みわざ）のように感じられる程に神の意思と

定めを啓示するものなのだ」と。現在の沖縄にお

いて歴史を通して続いてきた沖縄の人々を卑し

めるような傲慢な発言は、外国の軍隊が駐留し

続ける限り決して止むことはないだろう。侵略

者達は常に権力と統制力を維持するため支配し

ている人々に対して優越した傲慢な態度を見せ

つけなければならないようだ。

筆者のランドールさんは、マハトマ・ガンジーと

マルチン・ルーサーキング牧師に関する平和学の

本「21世紀における非暴力による社会正義Jを出

版したばかりランドールさんの過去の南アフリ

力白人政権の記述は、第2次世界大戦の占領後か

ら今日までの沖縄における米国軍隊の存在としつ

かり重なりあう。 1万2千人余の米兵の犠牲に

よって獲得した沖縄の占有権を主張し続けてきた

米軍にとって、その戦争で亡くなった 10数万人

の沖縄人犠牲者や米軍基地を建設するために各地

で住民の家を焼いたり、壊したりして人々を追い

出したことは一つも彼等の歴史には書かれていな

いだろう。

むしろ、かろうじて生き残った人々を助けたこ

とや、土地を追い出した沖縄人にいくばくかの施

しをしたことを誇りをもって彼等の歴史に書き込

んできたことだろう。沖縄の米軍も何時の時代の

征服者、支配者のように、米国の国益を守るという

彼等の立場でしか物を見ないのだ。沖縄で平気で

沖縄住民の人権を踏みにじってきた歴史を米軍は

正当化してきたことだろう。歴史が示す通り、アパ

ルトヘイトを神の思し召しとした南アフリカ白人

政権は打俄された。同様に時代錯誤の米軍による

沖縄支配にもいつか終わりは来る。

ハーグ国際平和会議でのツツ大司教のスピーチ

アパルトヘイトに関連して、南アフリカのツツ

大司教が19 9 9年にオランダのハーグ国際平和

会議で行なったスピーチを思い出した。彼のス

ピーチは参加者の心をつかみ、拍手が鳴り止まな

かった。ツツ大司教は、「人間は素晴しい。私たち市

民は奴隷制を終らせた。私たち市民は、全体主義や

ホロコースを終わらせた。大衆を軽率だとか、弱い

と言う人たちがいるが、それは嘘だといってやろ

う。なぜなら、私たちは、廃止不可能と思われたアパ

ルトヘイトを廃止させたのだ。私たちが成し遂げ

たことは、戦争を終らせる力も私たちにあること

を示している。今こそ、みんなで『戦争にNO』と言

おう。この会場の屋根を越えて世界中に、NATO

に、ユーゴスラビアに、戦争はNOだと言おう］と参

加者に呼びかけた。さらに、ツツ大司教の「戦争は」

という呼びかけに大会参加者全員で「NO」と答え、

「平和は」という呼びかけに「YESJと答える参加

者の声が何度も会場全体にこだました。

沖縄の平和勢力は、今どちらかと言えば沈んで

いる。県知事選挙で敗れて以来、立て続けに米軍基

地に反対する側が選挙で敗れ続けているからだ。

しかし、私は歴史の向かう方向は逆であることを

確信している。いずれ、沖縄の多くの人々も米軍基

地を無くす方向に歩き出すだろう。

沖縄・ビエケスに見る米軍の相似性

前号のキャッチピースで「ある家族の軌跡」とし

て紹介されてたプエリトルコのビエケス島での米

軍射爆撃場建設のための強制接収の模様は、沖縄

の伊江島で米軍が行なった強制接収と少しも違わ

ない。 19 9 2年に行なった阿波根昌鴻さんへの

インタビューを紹介する。

キャッチピース前号に紹介されたビエケスの土

地接収の模様・・・「やってきたのはアメリカ人とス

ペイン語を話す男でした。 24時間後に荷物をま

とめて出て行けといって。でも私たちはそれを拒
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みました。すると大きな機械を持ち込んですべて

を壊していったのです。調理用の鍋も、衣類も、すべ

て」。海軍が父親と父親の兄に払ったのは1エー

カーあたり 70ドル。父親は35 0ドルを受け

取った。（訳・田巻一彦）

伊江島基地接収の模様を阿波根昌鴻さんにイン

タビュー(1992年）…「アメリカは鬼の国、日本

は神の国と私達は信じなければ殺されるというこ

とがありました。ところが戦時中、日本軍は罪のな

い赤ちゃんを殺す、アメリカは殺さない。戦後は、ア

メリカは神の国、アメリカ様々と言っていました

から、戦後ちょうど 10年目、アメリカ軍が伊江島

に来た時、私達は馬鹿正直であるから部落民が協

力して4軒立ち退きさせた。米軍は立ち退き料を

一杯やると言っていたが、 1万円しかもってこな

かったよこれでは立ち退き料にならない。約束どお

り下さいと言ったら、さらに 15 2軒立ち退けと

言って来た。これは大変なことになった、やっぱり

アメリカは鬼畜だと考えるようになって、あっち

が鬼畜なら、人間になろうと誰かが言って［陳情規

定」を作った（これは非暴力直接行動を説いたも

の）。アメリカは大陸が有りながら、なぜ私たちの小

さい土地を取ろうとするのか。沖縄を守ると言わ

れるが、私達は上地を失って死ぬということは忍

ばれない。私達も一緒に守って下さいとお願いし

た。そうしたらガイディアという鬼のような隊長

が来て、手を合わせてお願いする農民を死んだと

思える位縄で縛って半殺しにして金網にぶち込

んで、家を焼き払って土地を取り上げた。これは大

変なことになった。琉球政府の前に座り込んでお

りましたら、ジョンソン民生官は通訳を通じて『私

たちはあなた方をかわいそうだと思う。しかし、沖

縄には助ける法も予算もない。米軍は補った例も

ない。土地を取られた人が死んだという例もない。

あなた方はそんなに心配しない方がいい』という。

（中略）今まで基地でどなことがあったか。伊江島で

は爆死二人だよ。 28オと36オ。妻、子、家族もい

る。演習の時に射殺、 21オになる青年は人息子。

重軽傷38 人いるんですよ。逮捕•投獄 1 0 0人余

り。こういう人々の犠牲を負わすような基地は撤

去してもらいたい。」《若い世代に訴えたいことは

ー）〉歴史を勉強するぺ：れが大切。どの国もどの人

種も不利にしてはいけない。右が天下を取って、左

が不利になる。こんなことではいけない。キリスト

はこんなことを教えておる。剣を持つものは剣で

滅ぶ。まちがったことは正しいことにはかなわな

い。…だから、私たちはアメリカに向かっても言

う。最後は必ず負けるだよ。これを嘘と思ったら歴

史をお読みなさいcJ

サンフランシスコ講和・日米安保50周年

サンフランシスコ講和条約から 50周年を迎え

る9月8日を前に、各新聞とも特集を組んでいる。

全国で日本の占領の終了と再出発の日として位

置付けられている l9 5 1年9月8日は、沖縄に

とっては日本から切り離されて過酷な米軍統治に

委ねられた日である。だから、屈辱の日として位置

付ける沖縄人は多い。それでも、 50年代後半の沖

縄各地での土地強制接収や裁かれることのない米

軍人犯罪の横行、米軍の認める範囲の「民主主義」や

経済制度など過酷な米軍統治から脱却しようと

「祖国j復帰運動が沸き起こり、沖縄は19 7 2年に

なって初めて占領状態から抜け出すことができた

のだった。

しかし、沖縄返還から 30年を迎えようとする

時点で振り返ると、サンフランシスコ講和条約か

ら始まった沖縄を米軍の支配地域にしておこうと

いう構図は、沖縄返還でもSACO合意でも引き

続き貫徹されていると言わなければならない。沖

縄を米軍の軍事植民地にしているのは、米国の意

思だけでなく日本の意思なのだということを再認

識せざるをえないのだ。日本の新聞各紙で今取り

上げられている命題に、「日本の平和は憲法9条が

守ってきたのか、日米安保条約なのか」というもの

があるしかし沖縄から見える日本は、戦争を輸出

⇒次ベージ下段へ
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せたが、ブッシュの登場とともに、現在、大きなゆり

戻しを経験している。

司会の木原さんが、21世紀初めのヒロシマデー

に、ヒロシマが問うていること、ヒロシマからの連

帯をどの様に発信し続けるのかがテーマであると

開会の挨拶。上関原発に反対する祝島の山戸さん

は、原発の最後の新規立地に挑む政府、中電に抗し

て、絶対に建てさせないと決意を示し、田舎の生活

にこだわっていくと力強い報告。その後の3 人は、

朝鮮半島の統一へ向けての取り組みや、アメリカ

のMD計画が新たな核軍拡を導く問題、在外被爆

者に対する日本政府の理不尽な対応への告発など

熱のこもった提起が続いた。

連日の夏Hが続く異常気象の中で、21世紀最初 私は、最後の発言で、100年くらいを視野に入れ

のヒロシマデーがやってきた てヒロシマに問われていることと言う少し射程の

● 長い話をしたかったが、前4人の発題に合わせる面

「ヒロシマ平和へのつどい」に名称変更して5年 も必要と考え、半分以上は、今日的な、当面の課題に

目になるが、なかなか広島の市民が参加してこな 関わる問題について整理した。要旨は次のとおり。

い悩みを抱えたままである。そこで今年は改めて 広島が問いかけている課題は、受け取る側の立

くヒロシマが問うこと訴えている課題は何か＞ 場や状況によって大きく異なる。21世紀に特に重

をテーマにしてみた。 要になると思われるものが、広島・長崎のできごと

5日の正午前、私は、原爆ドームの一角で、真っ黒 を宇宙の中での時空間に位置づけてみる作業であ

に日焼けした自転車部隊が、次々と入場してくる る。特に科学技術の粋を集めた核兵器開発が、20世

のを出迎えた。大阪岡山、呉など各地から自転車に 紀後半以後の世界を支配する道具となり、人間存

よる平和をアピールしてきたピースサイクルの到 在を全体として否定する道につながってしまって

着集会である。『ヒロシマ平和へのつどい2001』の いる問題をどう克服するのかというテーマであ

メイン集会は14時から広島Y¥¥CAで開催。テーマ る。科学技術の進歩と競争原理があいまって、どの

は「ヒロシマからの連帯、21世紀のビジョン」であ ような社会になっていくのか、環境問題なども含

る。参加者は160人近く。 めてその構図からどう脱却していくのかが問われ

今年の特徴は、発言者5人の内、韓国の関係者が3 ている。その上で、現在的な状況に対応して日米の

人いること。昨年6 月の南北首脳会談を契機に、ア ナショナリスティックな政策をどう食い止めるの

ジアでの平和と共生への新たな地殻変勅を予感さ かが当面の中心課題である。国家間の力による安

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
⇒「沖縄から一 軍の出撃拠点として機能し続けている日本で「日

し続ける国であって「平和をつくる国］ではない。日 本の平和は憲法9条が守った」と言えるのだろう

本は、軍隊こそ送らなかったけれども、国土の一部 か。むしろ、日米安保によって「日本は常に米国とと

である沖縄を米軍の軍事要塞として提供し、朝鮮 もに戦争をし続けてきたというべきではないか。

戦争、ペドナム戦争、湾岸戦争とアジアでの主要な いまでも、沖縄・嘉手納基地のF1 5戦闘機はイラ

戦争の後方支援を引き受けてきたのであり、戦場 クを空爆し続けている。今では米国は日本に軍隊

にならなかっただけであって、果たして「平和」だっ の派遣までも求め始めた。

たと言い切れるのだろうか。 一日も早く、沖縄を含めて国内から米軍基地を

ましてや、切り離した「沖縄では今日まで占領状 一掃して、このような戦争荷担を終わりにするこ

態が継続し続けてきた。戦後半世紀にわたって米 とが求められるのではないだろうか。(9月7日記）

ヒロジマからの
連帯、 21世紀
のピジョン
8.6ヒロシマ平和
へのつどい2001鼻
曹
湯浅一郎
ピースリンク広島・呉・岩国
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全保障という考え方を捨て、民衆の安全保障をど

のようにつくるのかという観点からの運動が求め

られている。そのためには国内、国際を問わず民衆

相互の直接的な連携と信頼作りが急務である。核

兵器廃絶運動は、国際的な市民の共同事業として

位置付けていける背景があり、その中で広島は大

きく寄与すべき立場にある。

ちなみに、この集会での私たちの問題意識は、市

民による平和宣言にこめられている（前号に掲載）。． 
夕方からは、会場を県民文化センターヘ移動し

で秋の岩国での全国集会のプレフォーラム。人数

は30人強。北九州の村田さんが趣旨説明をした後、

岩国の田村さんが現地報告。僕はその補足をし、同

時に、地位協定・自治体の平和力に関わって、田巻、

新倉さんから提起のあった資料についてキャッチ

ピースとしての意向を説明した。岩国の沖合移設

の埋め立て工事では藻場・干潟の消滅とともに、大

型岸壁の新設に見られるように機能が強まる。

その後、韓国のチョン・ウクシク、ソ・ヒョンフン

の2 氏から発言を受けた。ウクシク氏は、岩国での

基地の拡張の話は初めて聞いて驚いたが、韓国と

の関連で色々考えさせられた。韓国でも韓米連合

司令部の土地計画が出て、基地の再編・拡張問題が

持ち上がっている。4000万坪の土地の返還代わり

に、75万坪を新たに要求。返還する土地は、田舎の

使われていないところか、汚染されていて使い道

のない士地ばかり。逆に新規要求は、中心部ばかり。

しかも、これはMD構想と密接に連動している。中

国、ロシア、どこを見ても、MDの最初の配備は朝鮮

半島になることは確実。在日米軍との関連性はど

うかという新しい問題が提起された。． 
翌8月6日は、恒例の早朝の市民による平和宣言

の配布。8 時、ドーム前の一角でのダイインを含ん

だグランドゼロのつどいは、去年からはじめたが、

世界で初めて核兵器が炸裂した時空間で、核、戦争、

社会に思いをはせることは、参加者一人一人に

とって何事かだと思う。9 時半からは、電産中国の

時代から20数年に渡って続けられてきている、中

電本社前における脱原発の座り込み。広島・長崎か

ら始まった核文明ともいうべき状況は、核軍拡と

ともに、平和利用の名において、社会に浸透してい

る。上関から20人近くがやってきてくれ、お得意の

シュプレヒコールを挙げて解散した

これで私たちの通例の取り組みは一通り終わっ

た。が、今年は、このあと核兵器廃絶をめざすヒロシ

マの会の『国際対話集会のタベ』があり、私たちは、

その事務仕事の中心にいた。国際反核法律家協会

IALANAの多くのメンバーが広島に来られる

機会を活用して、何人もの海外ゲストをお招きし

てのぜいたくな国際対話集会となった。またオー

プニングとして、市民合唱団による＜世界の命＝

ヒロシマの心＞の合唱は、親子づれも交え、ヒロシ

マの市民130名が、日頃の練習の成果を遺憾なく発

揮した。さらに、 7日は、これまた恒例の広島湾スタ

ディ・クルージング。． 
何とも忙しい8/6行事であったなぜ、8・6ヒロシ

マなのかについて、広島の市民に訴えかける内容

を改めて打ち出さねばならいことを痛感した。今、

世界には、自らの利害にかなうかどうかだけを基

準にしたアメリカの利己主義がはびこっている。

新たな核軍拡しかもたらさないMD、包括的核実

験禁止条約からの離脱、そして京都議定書からの

離脱宣言など。多国間の話し合いと協調により、何

とか作ってきた約束をことごとく壊し続けてい

る。アメリカは、イラクや北朝鮮を「ならず者」呼ば

わりしているが、「ならず者Jに最もふさわしいの

は、アメリカそのものである。そのわがまま放題の

［ならず者国家」を、理解し、協力する」ほとんど唯

ーの国が私たちの暮らす小泉日本政府である。

近現代史をねじ曲げる教科書の採択を何が何で

も進めようとする勢力が一定の力を持ち、国の代

表としての小泉は、靖国参拝を強行しようとして

おり、国のために死ねる」人間をつくる道に邁進し

ようとしている。日米は国際的に孤立化への道を

まい進しているとしか言いようがない。しかし世

界の宮の40％を集める日米の横暴は、許されるは

ずはない。

2 1世紀最初の8/6に改めて私たち民衆運動の

真価が問われている。 ♦♦ 
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き」が14%。多かったのは核不搭載の明確な証明

があれば、やむを得ないで60%。「良好な日米関

係を継続させつつも、非核の姿勢を明確にさせる

べき」との声がH立った。
※神戸市だけが採用する「非核神戸方式」を他の自

治体も導入すべきかについては、早早急に導入が3

5%、「将来的に検討」が41％で、八割近くが必要

と答えた。

非核神戸方式、ひいては民間港軍事利用をめぐ

る「綱引き」は、ますまず厳しさをましている。しか

し、人々の中には間違いなく不安や批判が存在し

ている。自治体の中にも同じような思いがある。こ

の希望を手放さずに、日米政府の「包囲網」を逆に包

囲する市民の世論を強めていこう。 （田巻一彦）

会計報告
(01.7.31~9.5) 

且
0前月からの繰越し 100,027 

〇当期の収入 197,000 

会費収入 139,000 

（内訳） 維持団体

゜維持個人 34,000 

参加団体

゜参加個人 12,000 

通信会員 93,000 

カンパ収入 58,000 

預金利子

゜資料収人

゜運動収入

゜ヒむ且」
●当期の支出 97,801 

事務所代 (9月分） 40,000 

水道光熱費 4,552 

竜話FAX費 2,310 

郵送費 37,078 

文具・備品 3,591 

印刷・コピー代

゜振り込み等手数料 1,370 

分担金 6,500 

雑費 2,400 

●次月への繰越し 199,226 

会費・カンパありがとう
ございました。

●2号つづけて悲鳴のようなお願いをさしあげて

ご心配をおかけしました。今月も多くの方々から

会費やカンパをお送りいただき、財政危機も一息

をつけることになりました。また、励ましの言葉も

かけていただきました。ありがとうございました。

●それでも、やはり横浜の事務所を存続すること

は困難という状況判断を覆すまでには回復してい

ないというのが現実ですC 9月末には引き払うこ

とにしました。次号からは新しい連絡先からお送

りすることになります。ただ、大丈夫。私たちは元気

です。今後ともよろしくお願いいたします。 （た）

犀子力謡
入屋疇墨

(126) 

2000.8.11~9.6 

s＝原子力漕水艦（原濯）スタージョン級
L＝原子力濯水艦（願着）ロサンゼルス級

BF—原子力灌水艦（原灌）ベンジャミン・フランクリン級

績須"’
◇ 8/13 10:00 原潜バッファロ（L)出港
♦ 8/27 09:53 原潜サンタフェ（L)入港

◇同日 10:05 原讚サンタフェ（L)出港
● 8/29 15:00 原潜サンタフェ（L)入巻
◇同日 15:20 原猶サンタフェ（L)出避

♦ 8/30 10:25 原潜コロンビア（L)入港
◇ 9/4 16:56 原潜コロンビア (L)出港

横須賀当期計（うち原瀞） 3(3) 

佐世保

♦ 9/1 14:14 原瀞オリンピア（L)入港

◇同日 14:48 原潜オリンピア（L)出港
佐世保当期計（うち原潜） ： 1(1) 

事9イトピーチ（沖縄・鵬連町） なし
♦ 8/13 10:20 原薔オリンピア（L)入港
◇ 8/18 10:00 原潜オリンピア（L)出巻

切イトt・ーチ当期計（うち原滸） ：1(1) 

●2001.1.1から9.6までの各蟻の願子力艦入濯
数（ ）内は願漕

横須賀 11 (11) 
佐世倶 13 (13) 

言りイトt・-f 11 (13) 

合計 35 (35) 
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